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私たちクリーンシステムの歴史は、
厳しい逆風の中から歩み始めました。

30年前は、まだSDGsという考え方もなく、リサイクルという言葉が
ようやく浸透し始めた時代。
不法投棄や廃棄物の違法処理が社会問題となり、この業界は「きつい」
「汚い」「危険」の3Kと呼ばれ、地域から喜ばれる存在ではありません
でした。

「いつか地域に受け入れられる存在になる。
そして、働く人とその家族を幸せにする。」

そんな想いが私の原動力でした。

解体も、リサイクルも、自分たちだけでは限界がある。
アイデアを考え、同業に持ち込み、「一緒にやりませんか？」と声をかけていきました。
競い合うだけではなく、共に発展し地盤をつくる。
時に厳しい言葉を受けながらも、少しずつ共生の輪が広がっていきました。

～私たちのものがたり～

働く人と業界、そして地域に対して、安心と信頼を生み出していくために。
私たちが大事にしたのは、嘘や隠し事をせず、だれにも平等でオープンでいることでした。

コンプライアンスを徹底し、あらゆる情報を公開すること。
不安を与えないよう、身だしなみを整えること。
お困りごとはむやみに断らず、受け入れること。
なにより、地域に嫌がられることをしないこと。

「ただのゴミ屋じゃない。 お客様の意識を変えるために、満足の先にある、感動を与えたい」

次第に従業員にも意識が芽生え、現場では多くのおもてなしのアイデアが次々と出るように
なり、こうした努力により、「廃棄物処理」という言葉にこびりついた負のイメージを、一つひとつ
クリーンにしていきました。

さまざまな取り組みを先駆けてきたことで、業界を飛び越えたつながりと実績も生まれました。
国際規格や認証取得、事務所や現場でのDX推進。
社外に講師として知見を共有する機会も増え、工場へ見学に訪れる企業もあります。

「つくり、つながり、助け合う。」これまで築いてきた絆が、今のクリーンシステムを支えています。

人の環、そして資源の環をつなぐことで、あたらしい循環の物語が生まれていく。
私たちの仕事によって生まれる、「循環ストーリー」を次世代に行き渡らせ、
明るい未来を創っていきたい。
それが私たちクリーンシステムの使命だと思っております。

これまで地域や業界の中で、共生の輪を広げてきた私たちだからこそ、そのつなぎ役となれるので
はないか。
環境を通じて、人と資源に、新しい環（わ）をつなげられるのではないか。
今の私たちの使命は、そこにあると考えました。

いま、世の中は変わり、新たな課題が生まれています。
資源の少ない日本では、限りある資源を有効活用し、ふたたび資源へと変えていく必要があります。
これからは、製品を生み出す「動脈産業」と、再生・再利用をする「静脈産業」の連携が強く求められ
ます。

創業当時の場内写真
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２０２4年度クリーンシステムグループＳＤＧｓ方針

基本理念：持続可能な発展と成長

２０２4年度クリーンシステムグループ経営方針
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株式会社クリーンシステム (英) CLEANSYSTE  CORPORATION., Ltd
代表取締役 鈴木 隆

会 社 名
代 表 者

【本社】 〒990-0845
山形県山形市飯塚町字中河原1629番地の5
ＴＥＬ 023-644-2228 ＦＡＸ 023-644-7010

所 在 地 【ＣＳＲステーション】 〒990-2351
山形県山形市鋳物町6 西部工業団地内

【関東支店】 〒277-0804
千葉県柏市新十余二7-8 十余二工業団地内
ＴＥＬ 04-7135-1253 ＦＡＸ 04-7135-1263

廃棄物リサイクル事業、廃棄物収集運搬事業、リサイクル型解体事業
PCB調査・処理支援事業、アスベスト調査事業、
環境コンサルタント事業、IT構築・運用支援事業

業 務 内 容

1978年(昭和53年) 2月法 人 設 立 年 月 日
200百万円 (資本剰余金を含む)資 本 金 等
3,109百万円 (2024年4月〜2025年3月)売 上 高
131人 (男性109人 女性22人）従 業 員 数
株式会社オーガルホールディングス 株式会社県南チップ 株式会社エコプランニング関 係 会 社
東北クリーン開発株式会社 株式会社クリーンパワー山形パ ー ト ナ ー シ ッ プ 企 業

概要

山形県知事許可︓解体工事業、建築工事業、土木工事業、とび･土工工事業特 定 建 設 業
山形市・柏市産 業 廃 棄 物 処 分 業
山形県・宮城県・福島県・岩手県・秋田県・千葉県・茨城県・栃木県・埼玉県
群馬県・新潟市産 業 廃 棄 物 収 集 運 搬 業

山形県・宮城県・福島県・秋田県・群馬県特別管理産業廃棄物
収集運搬業

山形市一 般 廃 棄 物 処 分 業
山形市・中山町一 般 廃 棄 物 収 集 運 搬 業
一般社団法人 山形県産業資源循環協会
一般社団法人 山形県解体工事業協会
山形再生骨材協同組合
NPO北日本木材資源リサイクル協会
一般社団法人 日本RPF工業会
一般社団法人 日本PCB全量廃棄促進協会

所 属 団 体

きらやか銀行(中央営業部) 山形銀行(本店営業部) 商工中金(山形支店)
七十七銀行(山形支店) みずほ銀行(山形支店)取 引 銀 行

事業内容

-4-

産業廃棄物収集運搬業及び処分業
特別産業廃棄物収集運搬業
一般廃棄物収集運搬業及び処分業
解体工事業

業 務 内 容

高田 裕太 （取締役、企画部部長）環 境 管 理 責 任 者
石川 渉太 （企画部）連 絡 担 当 者
全組織・全活動登 録 範 囲
2024年度(2024年4月1日〜2025年3月31日)対 象 取 組 み 期 間

エコアクション21登録内容

企 業 概 要
2025年4月1日現在



2024年度 組織図
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2024年度部門方針

事業推移(2020年度~2024年度）
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①環境経営方針
企業理念

われわれは、当社の業務を通し、現在の豊かな自然環境を次代に継承していくため、創造性を発揮した発展と
成長の考えの下、エコアクション21を構築・運用することにより、積極的に脱炭素社会への貢献に努めます。

重点方針
１．エネルギーの利活用

CO２排出量削減・気候変動対応に即するため、省資源・省エネルギーはもとより、再生可能エネルギーの
利活用を図ります。

２．環境経営目標の設定
環境経営方針を達成するため、技術的、経済的に可能な範囲で環境経営目標を設定し、必要に応じ見直し
するなど、環境経営の継続的な向上に努めます。

３．環境関係法規制等の順守
環境関連の法律・規則・条例等を遵守し、環境に悪影響を及ぼす物質の排出抑制、環境汚染の未然防止に
努めます。

４．持続可能な循環型社会の構築
サーキュラーエコノミー(循環型経済)の実現に寄与するため、ステークホルダーとのコミュニケーションを推進し、
リサイクル製品の普及はもとより研究開発に努めます。

５．社会への貢献
ＣＳＲ活動及びＳＤＧｓの推進により、地域社会と融合した次世代クリーンシステムを構築するほか、ホーム
ページでは廃棄物処理や資源循環等に関しても積極的に情報公開致します。

この環境方針は文書化し、全従業員に周知するとともに、社外に公表しその達成に努めます。
制定 2004年 8月12日
改定 2021年 5月25日
株式会社クリーンシステム

代表取締役 鈴木 隆

②環境経営システム実施体制図

環境経営レポート
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鈴木

承認

策定日︓2024年4月1日

Ⅰ.【CO2排出量】

③環境経営目標とその実績・評価

2024年度環境経営目標と実績

2023年9月にSBT認定を受け、エコアクション21の環境経営レポートにGHGプロトコルに準じた報告をまとめました。
温室効果ガスの自社排出を抑制するだけでなく、サプライチェーン全体として温室効果ガスの排出量削減に努めてま
いります。

2024年度
2024年度

目標
2021年度
（基準年）項目

評価削減率
(基準年)実績

43％減1,600同等2,817Scope1+2

36％減1,149基準年より
5.0％減1,791Scope1単位

t-co2/年 56％減451同等1,026Scope2

－7.8％減42,111基準年より
4.3%減45,667Scope3

2025年度〜2030年度 中長期環境経営目標
2030年度目標

【排出実績目標値】…2027年度
目標

2026年度
目標

2025年度
目標

2021年度
（基準年）項目

基準年より50％減
【1408】…基準年より

45％減
基準年より
43％減

基準年より
42％減2,817Scope1+2

基準年より21.4％％減
【1408】…基準年より

13％減
基準年より
10％減

基準年より
8％減1,791Scope1

単位
t-co2/年 基準年より100％減

【0】…基準年より100％減1,026Scope2

基準年より30％減
【31,967】…基準年より

17.1％減
基準年より
12.9％減

基準年より
8.5%減45,667Scope3

対象項目内容
Scope1:会社で使用する燃料使用によるＧＨＧ排出 (ガソリン・軽油・灯油）
Scope2:会社で使用する電気使用によるＧＨＧ排出 (㈱まち未来製作所)
Scope3:間接取引によるＧＨＧ排出 （上記以外の事業活動に関連する他社の排出）

環境経営計画に基づき実施した取組内容・評価
主な取組内容と取組結果並びに次年度の取組内容

次年度の活動内容評価主な活動内容(2024年度)項目

2024年度の活動内容と同じ

※2030年度までの目標
・省エネ車の導入
・低炭素重機の導入
・次世代燃料の採用

〇

・クールビズ、ウォームビズの実施
（室内温度 冷房28℃程度、暖房22℃程度）

・生産/処理効率向上
・デマンド監視によるピークシフト
・照明、空調機の定期点検、維持管理

電気使用量

C
O
2
排
出
量

〇

・エコドライブの促進
(急発進・急加速の排除、アイドリングストップの実施)
・エコカー、省エネ設備・重機等の導入
・重機の作業効率改善
・業者委託及び社内で定期点検を実施

軽油、ガソリン使用量

〇
・効率的な作業計画（F/L）
・暖房時の室温管理（冬季間）
・適切な温水利用

灯油、LPG使用量
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（電力のCO2排出係数は、まち未来製作所の毎年度の調整後排出係数を使用する（2024年度の係数は、0.529㎏-CO2/ｋWh(2023年12月22日公表)）



備考実績値前年度実績
値項目

8076ガソリン (2.32㎏-CO2/L)

Scope1
1,0651,109軽油 (2.58㎏-CO2/L)

33灯油 (2.49㎏-CO2/L)

11ＬＰＧ (3.00㎏-CO2/kg)

451933電力消費Scope2

2030年度削減目標:1,4101,6002,122Scope1+2  実績合計

737485購入物品サービスカテゴリ1

Scope3

1,079395資本財カテゴリ2

305297燃料エネルギー関連活動カテゴリ3

自社手配の運搬642678輸送（上流）カテゴリ4

18,19718,150廃棄物カテゴリ5

178出張カテゴリ6

117111通勤カテゴリ7

該当なし00リース資産（上流）カテゴリ8

取引先手配の運搬5981,548輸送（下流）カテゴリ9

原料チップ、金属、有価プラ2,1832,403販売製品の加工カテゴリ10

RPF(固形燃料)、燃料チップ18,23617,734販売製品の使用カテゴリ11

00販売製品の廃棄カテゴリ12

該当なし00リース資産（下流）カテゴリ13

該当なし00フランチャイズカテゴリ14

該当なし00投資カテゴリ15
2030年度削減目標:31,96742,11141,809Scope3 実績合計

2024年度 GHGプロトコルに基づく温室効果ガス排出実績一覧表

年度

目標
CO2排出量
－50％削減

目標
CO2排出量
－30％削減

年度

弊社の具体的な取り組み内容は次のページに記載してあります。

Scope、カテゴリ毎のCO2排出量〔t-CO2/年〕
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Ⅰ.【CO2排出量】

2018年度にそれまで取り組んできた事業活動やCSR活動をSDGs活動として定め、2021年度にはエコアクション

２１認証に取得、そして2023年度にはSBT認定、CDP質問書への回答に取り組みました。

最近では、異常気象による自然災害が毎年のように発生しており、この山形においても決して他人事ではないと実感

しています。

温暖化を食い止めるためにも、少しでもカーボンニュートラルに向けた取り組みに参画し、山形の環境事業者として社

会的責任を果たし、積極的に地域の持続可能な発展に貢献してまいります。

弊社では「守ろう、地球。創ろう、未来。」というスローガンのもと、持続可能な事業活動をさらに強化し、社会のために

そして地元である山形県のために、国際的な基準の目標設定および情報公開を行い、地域の持続可能な発展に貢献

していきたいと考えております。
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取り組み（一例）

低公害車への入れ替えを随時行っております。

まだ日本は、軽油を使用した重機が多いですが、
欧州ではバイオ燃料等を利用した次世代重機への

取り組みが進んでおります。

低炭素重機の情報収集を継続的に実施します。

営業・総務等で使用している普通車両は、電気自動車や燃費のよいハイブリット車両へ

切替しております。（2024年度電気自動車1台入替）

本社には２か所に電気自動車用の充電設備を完備しており、電気自動車への切替も

可能な状態です。

再生可能エネルギー電源への切り替え完了

自社から排出する《二次処理含む）廃棄物の処理方法を精査する

輸送距離を抑えるため、製品及び処分物は出来る限り地産地消を目指す

長距離輸送についてはモーダルシフトなど低炭素輸送を検討する

ＬＣＡ/ＣＦＰ製品の購入を優先する

取引先に対してＧＨＧ排出削減目標を設定することを促す

処分場への廃棄物排出量の削減

埋め立て処分場

地産地消

ＳＢＴ（Ｓｃｉｅｎｃｅ Ｂａｓｅｄ Ｔａｒｇｅｔｓ）認定とは

「地球の気温上昇を産業革命前と比べて1.5℃未満に抑える」というパリ協定で掲げられた目標に対し、弊社が設定した

GHG排出量の削減目標が科学的に整合しているとして認定されたものです。

山形県内に本社を置く会社としてはまだ数少ない認定取得となりました。

Scope1

Scope2

Scope3

購入品の切替

例）処理優先を再確認する。
RPF＞焼却
オガッ粉＞原料チップ＞燃料チップ＞焼却

2024年10月より、弊社で使用しているすべての電力を、太陽光由来の電気に

切替えました。

この電力を使うことにより、CO2排出量実質ゼロになりますので、Scope2の

目標ＣＯ2削減率100％を2025年度で達成することになります。

太陽光発電

・省エネトラック・自動車の導入推進
水素/電池/ハイブリット車など

・低炭素重機の導入
電動式重機/水素燃料/バッテリー式など

・ＧＴＬ燃料等の次世代燃料の採用



Ⅱ.【廃棄物等の排出量】

環境経営計画に基づき実施した取組内容・評価
主な取組内容と取組結果並びに次年度の取組内容

次年度の活動内容評価主な活動内容(2024年度)項目

2024年度の活動内容と同じ

〇
・会議資料・事務書類の電子化・簡素化
・6S（整理・整頓・清掃、清潔、躾、作法）活動
・廃棄物の分別徹底、自社リサイクル

自社廃棄物の排出量
(建設廃棄物を除く)

〇・塗料等の数量管理
・代替品の調査、検討化学物質使用の適正管理

〇・分別解体工事の実践
・石綿事前調査の実践

建設廃棄物の
リサイクル率アップ

〇
・受託廃棄物の搬入管理を実施
・創意工夫と徹底選別によるリサイクル率アップ
・可燃物のRPF化の検討

受託廃棄物のリサイクル率アップ

③環境経営目標とその実績・評価
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2024年度2021年度実績
(基準値)項目

評価 （*2達成状況 （*1実績値目標

◎154%52.4  
同等量

（現状維持）

80.5自社廃棄物排出量削減
(ｔ/年)

✕87%16.214.1
化学物質使用の

適正管理削減
(kg/年)

〇102％92.2%

リサイクル率
90％以上

90.9
建設廃棄物

リサイクル率アップ
(wt％/年)

△99％88.9％本社︓86.8
受託産業廃棄物の

リサイクル率アップ
(wt％/年)

〇102％92.0％関東支店︓87.0

2024年度環境経営目標と実績

2024年度〜2030年度 中長期環境経営目標

（*1︓実績値/目標値又は実績値/目標値で表示した
（*2︓ …達成率200％超、◎…達成率105％超、○…達成率100-105％、△…達成率100-95％、× …達成率90％未満

ゴミの減量
リサイクル

2030年度
目標値…2027年度

目標値
2026年度

目標値
2025年度

目標値
2021年度実績

(基準値)項目

同等量
（現状維持）

80.5自社廃棄物排出量削減
(ｔ/年)

14.1
化学物質使用の

適正管理削減
(kg/年)

リサイクル率
90％以上

90.9
建設廃棄物

リサイクル率アップ
(wt％/年)

本社︓86.8受託産業廃棄物の
リサイクル率アップ
(wt％/年)

関東支店︓87.0

-12-

弊社では依頼された廃棄物の種類や量に合わせられるよう、各サイズのコンテナを多数保有しております。
保有しているコンテナ管理は廃掃法に基づき、廃棄物の漏洩、流出防止のため、使用前後に点検し、劣化やさびが見かったコン
テナについては、すぐに場内で塗装修理し、劣化が著しいコンテナについては、新しいものと交換しております。
そのコンテナの修理時に使用するシンナーや錆止め剤は化学物質として取り扱いを管理し、ＥＡ21でも削減目標としておりま
すが、2023年度に施設管理部を立ち上げ、コンテナ修繕を強化した為、補修に伴う塗料（化学物質）の使用量が増加しました。

＝化学物質使用量の適正管理削減の実績値が２年連続で目標値より増えた原因について＝

After

Before

施設管理部の職人技
サビた部分を丁寧に削り、腐食による
穴などがないか確認し、塗装できれい
に仕上げていきます。

弊社で使用している化学物質とは、コンテナ修理の塗装時に使用する錆止め剤とシンナーになります。

選別工場での残渣率減少の取組

70%
73%

79%

50%

55%

60%

65%

70%

75%

80%

85%

2022年度 2023年度 2024年度

選別施設リサイクル率

リサイクル率

３年間の選別施設の混合廃棄物量に
対するリサイクル率のグラフです。
作業員のアイディアと適正な人員配置に
よってリサイクル率が向上しております。

こちらの選別施設では、環境負荷の低減を目的として、
混合廃棄物を「再利用できるもの」と「できないもの」に
より細かい分別に取り組んでおります。

選別施設処理能力
３２０㎥／日 8ｈ

手選別ライン

今後もさらなる効率化を図り、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

こういったサビ（腐食）部分に
穴が空くことで、廃棄物が漏洩
してしまう危険性があります。

コンテナ修理台数と化学物質の使用量



弊社では、水道水の使用量を減らすことは、コストの削減という
点で経済的なメリットがあるという考えに加えて、環境への影響も
軽減できると考えております。
水の無駄が減ることで、地下水や河川の水位が安定し、
自然環境への負荷が軽減されます。
今後も水資源の適切な管理と節水努力を続けることで、
より良い環境と経済的な負担軽減が期待されます。

Ⅲ.【水道使用量】

環境経営計画に基づき実施した取組内容・評価
主な取組内容と取組結果並びに次年度の取組内容

次年度の活動内容評価主な活動内容(2024年度)項目

2024年度の
活動内容と同じ

〇・トイレ、手洗い、洗車時の節水励行 （感染病流行時は除く）
・洗車ガン付きホースの使用上水使用量水

使
用
量 〇・散水状態の管理

・無散水融雪設備の維持管理地下水使用量

③環境経営目標とその実績・評価
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手洗い場にはセンサー水栓を
採用し、節水に努めております。

2030年度
目標値…2027年度

目標値
2026年度

目標値
2025年度

目標値
2021年度実績

(基準値)

現状維持…現状維持

92,975水使用量削減
(㎥/年)

2,250上水使用量
(㎥/年)

90,725地下水使用量
(㎥/年)

2025年〜2030年度 中長期環境経営目標

2024年度2021年度実績
(基準値) 評価（*2達成状況（*1実績値目標

✕79％118,32792,975基準値
同等92,975水使用量削減

(㎥/年)

◎201％1,1192,250基準値
同等2,250上水使用量

(㎥/年)

◎77％117,35690,725基準値
同等90,725地下水使用量

(㎥/年)

ここが節水
Point!

粉塵対策及び夏場の気温上昇（ヒートアイ
ランド）を抑えるための散水設備を整備して
おり、2024年度は夏冬通して使用量が多く
なった。

＝2024年度の地下水利用量増加した原因＝

本社工場にある駐車場エリアには地下水を利用した融雪設備
があり、2024年度は降雪量が例年より多かったため、この融雪
設備での利用量が増加したと考えられています。

上水使用量の減少は、解体工事
現場での使用量が大幅に減ったこ
とが大きな要因ですが、社内でも
節水への意識の高まりや効率的な
水利用技術の導入が、全体的な
使用量の削減につながったと思わ
れます。

粉塵対策

無散水融雪設備

2024年度環境経営目標と実績

元請解体現場の
粉塵飛散対策の
為、使用量が増
加しました。

（*1︓実績値/目標値又は実績値/目標値で表示した
（*2︓ …達成率200％超、◎…達成率105％超、○…達成率100-105％、△…達成率100-95％、× …達成率90％未満

Ⅳ.【ペーパーレス化】

環境経営計画に基づき実施した取組内容・評価
主な取組内容と取組結果並びに次年度の取組内容

③環境経営目標とその実績・評価

2030年度
目標値…2027年度

目標値
2026年度

目標値
2025年度

目標値
2021年度実績

(基準値)
基準値30％減
（316,783）…基準値21％減

（357,512）
基準値18％減
（371,089）

基準値14％減
（389,190）452,547ペーパーレス化

(カウント/年)

2025年〜2030年度 中長期環境経営目標

2024年度環境経営目標と実績
2024年度2021年度実績

(基準値) 評価 （*2達成状況 （*1実績値目標

○103％395,408407,29210％減452,547ペーパーレス化
(カウント/年)

次年度の活動内容評価主な取組内容（２０２４年度）項目

デジタル化推進による
環境整備

○

1.電子決裁等の活用
稟議書、精算書、会議議事録等の紙の使用を廃止し、Ｘ－point等を活用

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

2.電子文書の活用（会議資料、講演会資料など）
社内会議や講習会等の資料をデジタル化できる環境整備

3.PC-Fax
取引先への発注書などを、パソコンから送信でできるよう設定

4.車両管理システムの導入（施設管理課）
ペーパーでの車両管理を廃止

5.請求業務の電子化（経理課）
郵送していた請求書を、メールで送信できる環境整備

6.使用者単位での利用状況管理
管理されているという意識にる、無駄な印刷への抑止力効果

ペーパーレス化の推進に向けた取り組み

452,547 

471,119 

450,303 

395,408 

340,000

360,000

380,000

400,000

420,000

440,000

460,000

480,000

2021 2022 2023 2024

コピー機カウント数及び削減目標

印字カウント 削減目標

目標
達成

カウント

年度

会議資料のデジタル化

パソコンから直接Ｆａｘ

請求業務の電子化

営業部 総務部 生産部

解体事業部

関東支店

ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ

0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000

2024

2023

2022

2021

部署毎カウント数利用比較表年度

前年度より12％削減

ペーパーレス化とデジタル化を成功させるには、組織全体の意識を高めることが重要です。
弊社では社員への研修を実施し、デジタルツールの活用を促すことで、スムーズな移行が可能となりました。
また、コピー機の使用カウントを管理し、その成果を可視化しコスト削減率や業務効率を示すことで、
従業員のペーパーレス化への意識の向上にもつながっております。

カウント
解体事業部のコピー機使用が
増えた原因は、アスベスト分析の
報告書作成が増加した為です。
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（*1︓実績値/目標値又は実績値/目標値で表示した
（*2︓ …達成率200％超、◎…達成率105％超、○…達成率100-105％、△…達成率100-95％、× …達成率90％未満

紙の資料



マイロード清掃活動(年8回)

Ⅴ.【地域貢献活動】

環境経営計画に基づき実施した取組内容・評価
主な取組内容と取組結果並びに次年度の取組内容

次年度の活動内容評価主な活動内容(2024年度)項目

2024年度の活動内容と同じ〇

・河川清掃、マイロード活動(8回)
・献血活動(2回)
・山形市へポータブル電源5台寄贈（1回）
・エコキャップ、プルタブの回収(3回)
・使用済み切手寄贈(1回)
・山形市社会福祉協議会ヘ保存食寄贈(2回)
・災害地域（戸沢村）への飲料水寄贈（2回）
・ホッカイロ寄贈（1回）
・山形市防災フェスティバルへの協力(1回)
・鋳物町工場団地内清掃活動（4回）

地域貢献活動の実施

③環境経営目標とその実績・評価
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2030年度
目標値…2027年度

目標値
2026年度

目標値
2025年度

目標値
2021年度実績

(基準値)

22件以上18件地域貢献活動の実施
(件/年)

2025年〜2030年度 中長期環境経営目標

2024年度環境経営目標と実績
2023年度2021年度実績

(基準値) 評価（*2達成状況（*1実績値目標

◎114%2522件以上―18件地域貢献活動の実施
(件/年)

弊社ではSDGｓの考えに賛同し
様々な活動を行っておりますが、
その中に「海の豊かさを守ろう」「陸の豊かさも守ろう」という目標があります。
残念ながらこの清掃活動で感じるのは、ポイ捨てや不法投棄が減ってい
ないという現実です。
無責任に捨てられたごみは自然に還ることなく、環境問題に発展していき
ます。
その現実を多くの人に伝えることができたらいいなという気持ちで、今後も
清掃活動を続けていきたいと思っております。

献血活動の実施(年２回)
「SDGｓ活動」および「健康経営の取り組み」の一環として、
また山形ライオンズクラブの献血アクティビティ事業協賛として実施し、
2024年度は2回合わせて60名が参加しました。
山形県献血サポート団体にも認定されており、今年で11年目を迎えました。
今後も20年、30年と継続できるよう、従業員一同の健康管理に努めながら、
「献血サポート団」として献血活動をはじめ、地域の皆様を支援できるよう
積極的に取り組んでまいります。

飯塚橋歩道の掃き掃除
１回の清掃活動で回収した
ごみがこんなにありました。

2025年2月５日

ポータブル電源5台を山形市へ寄贈しました
芋煮フェスの参加者と会社からの寄付金でポータブル電源を
購入し、山形市に寄贈いたしました。
設置先は山形市内にある５か所の医療的ケア児支援施設
です。
災害時や停電時などの非常時においても、安心して医療機
器を使用できる環境を整えることで医療ケアが必要な子供た
ちとそのご家族が少しでも安心して過ごせるよう、実際の現場
で必要とされる支援を行うことが大切だと考えております。
今回の寄贈が、施設の皆様の安心につながり、少しでもお役
に立てれば幸いです。
今後も、弊社では地域社会の福祉向上に貢献できるよう、
支援活動を続けてまいります。

寄贈したポータブル電源

山形市より感謝状をいただきました

寄贈先の施設の子供
達から、かわいいお礼の
お手紙をいただきました。

今後も参加させて
いただきます。

若い従業員も積極的に
参加しております。

（*1︓実績値/目標値又は実績値/目標値で表示した
（*2︓ …達成率200％超、◎…達成率105％超、○…達成率100-105％、△…達成率100-95％、× …達成率90％未満

２０２４年度社会貢献活動（CSR）

2024年7月23日
「令和６年度献血功労団体等知事感謝状」の贈呈を受けました

２０２４年４月１６日
地域食堂「楽（らく）」さん食料品を寄贈

２０２４年７月４日
使用済み切手を寄贈

２０２４年８月２３日、９月３０日（２回）
豪雨災害で被災した戸沢村へ支援物資（保存水）を寄贈

２０２４年４月１６日の子ども食堂の開催日に合わせレトルト食品（きんぴらごぼう）５０袋を
寄贈しました。
早速、本日参加される皆さんへ配布されるということで大変喜んでいただきました。
地域食堂「楽（らく）」さんは、ひとり親家庭や障害を持つお子様のいるご家庭、ひとり暮らしの
高齢者など幅広い方々を対象に、地域食堂を通じて、みんなで交流できる居場所づくりの
輪を広げるために活動しています。

使用済み切手を寄付しました。
会社で集めました使用済み切手をこの度上山市社会福祉協議会様へ寄付いた
しました。
寄付した使用済み切手は、換金後に途上国の子どもたちへ向けたワクチンの
購入費用として活用されます。

弊社としては、今後も地域の皆様に喜ばれるような活動や支援を続けていければと思っています。

この度、豪雨で被災された戸沢村へ保存水を寄贈させていただきました。
被災された皆さまの生活の一助となれば幸いです。
今後も継続して支援活動を行ってまいります。

弊社は、従業員のアイデア提案より2014年7月からCSR活動の一環として、年２回
（2月・10月）献血活動を実施しております。このたび長年の献血活動が評価され、「令
和６年度献血功労団体等知事感謝状」の贈呈を受けました。
今後も「献血サポート団体」として献血活動をはじめ、地域の皆様に喜んでいただける
よう積極的に地域貢献に努めてまいります。

山形も雪が降りはじめ、寒さが一段と厳しくなってきました。
寒さ対策で有効にご活用いただければとおもい、ホッカイロを１５０個寄贈
いたしました。

2024年12月16日
社会福祉協議会へカイロを寄贈してきました
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遵守
状況主な遵守すべき内容環境関連法規等の名称

○
・就業制限 (移動式クレーン︓1ｔ以上／ 玉掛け︓1ｔ以上

ガス溶接、フォークリフト︓1ｔ以上／ 重機)
・定期自主検査 (天井クレーン／移動式クレーン／重機)

労働安全衛生法

○

・収集運搬/処分契約(排出事業者/廃棄物処理業者、解体工事を含む)
・マニフェスト管理(回付管理、帳簿の備付、交付状況報告、等)
・実績報告(産廃/一廃処理状況報告、多量排出事業者)
・廃棄物の保管基準、表示の管理
・県外産業廃棄物処分に関する事前協議

廃棄物処理法

○・請負契約、発注者への報告
・分別解体、再資源化建設リサイクル法

○
・軽油・ガソリン地下タンクの管理
・指定可燃物(再生資源燃料、紙くず、木くず、合成樹脂)の管理
・少量危険物庫、灯油タンクの管理

消防法
(危険物に関する政令、
山形市火災予防条例)

○

・第一種特定製品(エアコン等)の点検及び記録の製品廃棄後3年保管
・第一種特定製品廃棄時の回収依頼書(A票)、引取証明書(E票)の3年保管
・解体工事では、元請業者からの第一種特定製品の事前確認書面を3年保管
・第一種特定製品引取り時の引取証明書(E票)の確認、3年保管
・二次事業者への引渡し時の引取証明書(E票)コピーの提出

フロン排出抑制法

○浄化槽の維持管理(保守点検、清掃、11条検査、等)浄化槽法

○・大気汚染防止法等に係る基準の順守
・敷地境界における水質、騒音、振動、臭気の測定及び報告山形市との公害防止協定

環境関連法規等の遵守状況の確認・評価結果、並びに違反・訴訟の有無
【弊社が遵守すべき主な環境関連法規等】

=法令等の違反、訴訟の有無=
関係当局からの違反等の指摘、指導、及び環境関連訴訟はありません。
外部からの苦情、要望に対しては、コミュニケーション記録を作成し対応しております。

-17-

1．環境経営方針の変更の必要性
・変更の必要はない。

2．環境経営目標及び環境経営計画が、達成・実施されていない場合の処置
・CO2排出量の達成を確認した。SBT認証に基づく2030年目標に準拠すること。
・再生可能エネルギーへの転換や省エネ設備・車両等の導入を推進すること。
・安全対策を十分に実施すること。

3．実施体制の変更の必要性
・2025年4月の組織変更を反映した実施体制の変更を確認した。

4．その他
・循環経済への対応を図ること。
・DXの取組を推進すること。

⑤代表者による全体の評価と見直し・指示

2025年4月30日
株式会社クリーンシステム

代表取締役 鈴木 隆

春 『自分のヒヤリは仲間のヒヤリ 伝えて摘み取る危険の芽』
夏 『声かけ 気にかけ 心がけ みんなで乗り切る暑い夏』
秋 『明るい挨拶、笑顔の返事 みんなで作る安全職場』
冬 『焦らず、急がず、過信せず、一歩下がって安全確認』
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2024年度前年度累計
評 価前年度比累計数目 標

✕2件 増14件10件以下12件自責物損事故件数
(件/年)

316件 減523件800件以上839件小ヒヤリハットの提案

11件 増47件36件35件委員会パトロールによる
指摘改善事項

２０２４年度クリーンシステム安全目標

視点を変えるため、毎月メンバーを変え、安全パトロールを実施しております。

暗い

年間スローガン

今
年
度
も

2024年度は企画部・生産管理課・
フロント業務課・セレクションチームの
スローガンが選ばれました。

季節スローガン

＝良い例＝

目標件数及び前年度累計よりも増えてしまった自責物損事故。
大きな事故にはならなかったものの原因を調査していくと、必ずやる事になって
いる「指差し呼称」での安全確認が徹底されていなかったことがわかってきました。
一瞬の油断と判断ミスで事故は起こってしまいます。
2025年度は初心に帰り指差呼称の徹底とヒヤリハット及び小リスクヒヤリハットで
危険個所を見つけ、仲間に周知していくことを徹底していきたいと思います。

自責物損事故が増えてしまった要因

クレーン車両での荷下ろし中、
車両止めの設置及び荷台への
昇降用はしごを使用。
作業手順を遵守しているので
(`･ω･´)b

☆ 行動目標
・ 能力評価基準の設定とOJTによる安全の技術面の向上
・ 6S（整理・整頓・清掃・清潔・しつけ・作法）の実施
・ 指差し呼称の実施
・ KYT（危険予知訓練）の実施
・ ヒヤリ・ハット活動報告の実施
・ 安全パトロールの実施

☆ 数値目標
・ 事故件数

【年間：休業災害ゼロ／物損事故１０件以下】

・ 小ヒヤリハット提案の推進・強化

【年間：800件以上 （65件以上/月）】

・ 委員会パトロールによる指摘改善事項

【年間：36件 （3件/月）良い状態含む】

右ヨシ 左ヨシ
頭上ヨシ
前方ヨシ
後方ヨシ

周囲の安全ヨシ

良い例ばかりでないよ…
きちんと指摘することで
安全意識は高まるんだ

＝指摘事例＝

指差し呼称による安全確認を
行いながらコンテナ交換作業を
実施しているので(`･ω･´)b

すぐに粉塵を取り除き、今後も定期的に
清掃するよう指導いたしました。

コンセントの周りに粉塵がたまっていて
火災の危険があり指摘しました。

ワイヤーネットにフックを取付け、工具を種類ごとに
片づけられる道具置き場や長い掃除用具などは
パイプを利用して立てかけられるように置き場を
改善いたしました。

こちらの道具置き場、道具が一か所にまとめ
られて十分整理されているようですが、
工具などがきちんと返却されているかすぐに
わかるように改善するよう指導しました。

before After

before After

すぐに改善

すぐに改善

本社RPF施設

関東支店



特別管理産業廃棄物収集運搬業︓５か所
（優良認定︓３か所）

※ほか２箇所は更新時優良認定申請予定

産業廃棄物収集運搬業許可︓12ヵ所
（すべて優良認定済み）

産業廃棄物処分業許可︓２か所
（２箇所とも優良認定済み）

産業廃棄物収集運搬業 （山形県︓00601008236）
産業廃棄物収集運搬業 （山形市︓13011008236）
特別管理産業廃棄物収集運搬業（山形県︓00651008236）
産業廃棄物処分業 （山形市︓13021008236）
一般廃棄物処分業 （山形市指令廃 44－3）
一般廃棄物収集運搬業 （山形市指令廃 43－31）
一般廃棄物収集運搬業 （中山町︓許可番号11）

産業廃棄物収集運搬業 （00505008236）
特別管理産業廃棄物収集運搬業（00555008236）

産業廃棄物収集運搬業 （千葉県︓01200008236）
産業廃棄物処分業 （柏 市 ︓11120008236）
一般廃棄物処分業 （柏 市 : 第12－3号）

産業廃棄物収集運搬業（00801008236）

産業廃棄物収集運搬業（00900008236）

産業廃棄物収集運搬業 （00707008236）
特別管理産業廃棄物収集運搬業（00757008236）

産業廃棄物収集運搬業 （00400008236）
特別管理産業廃棄物収集運搬業（00450008236）

産業廃棄物収集運搬業（00300008236）

産廃処理業者としての情報公開

1)許可状況一覧
2025年(令和7年）3月31日現在

産業廃棄物収集運搬業 （05902008236）

産業廃棄物収集運搬業 （01000008236）
特別管理産業廃棄物収集運搬業（01050008236）

産業廃棄物収集運搬業 （01101008236）

岩手県

宮城県

山形県
山形市

新潟県

秋田県

福島県

群馬県 栃木県
茨城県

千葉県
柏市

埼玉県
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ク
類

廃
ア
ル
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リ

廃
酸

廃
油

汚
泥

燃
え
殻

品目

届け出先

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯山形県

産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業

◯◉◉◯◉◯◉◉◉◯◯◯◯◉◉◉◉◉◯山形市

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯岩手県

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯宮城県

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯秋田県

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯福島県

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯栃木県

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯群馬県

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯埼玉県

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯千葉県

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯茨城県

◯◯◯◯◯◯◯◯新潟市

◉積替え保管可能品目

ば
い
じ
ん

燃
え
殻

廃
石
綿
等

Ｐ
Ｃ
Ｂ

汚
染
物

廃
Ｐ
Ｃ
Ｂ

廃
ア
ル
カ
リ

廃
酸

廃
油

品目

届け出先

◯◯◯◯◯◯◯◯山形県特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

収
集
運
搬
業

◯◯群馬県

◯◯◯◯◯◯◯◯宮城県
◯◯◯◯◯◯◯◯秋田県

◯◯◯◯◯◯◯◯福島県

が
れ
き
類

ガ
ラ
ス
く
ず
等

金
属
く
ず

繊
維
く
ず

木
く
ず

紙
く
ず

廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類

汚
泥

品目

届け出先／処分法

◯◯◯◯◯◯◯破砕処分

山形市

産
業
廃
棄
物
処
分
業

◯◯切断処分

◯◯◯◯◯◯◯◯選別処分

◯◯分離処分

◯◯◯◯減容固化

◯◯◯◯◯◯圧縮梱包

◯◯◯◯◯◯破砕処分
柏市 ◯◯◯◯圧縮梱包

ダイオキシン類低濃度PCBに限る

ごみ山形市

ごみ中山町

中間処理【破砕・減容固化】
木くず・コンクリート類・ガラスくず等
紙くず・廃プラスチック類・金属くず

ごみ山形市

一般廃棄物収集運搬業 一般廃棄物処分業

2）許可品目一覧 優良産廃業者認定済み

優良認定を受けて
いない2県は、次回の
更新時に優良認定の
申請をする予定です。

産廃情報ネット

弊社のより詳しい情報は
こちらよりご確認ください
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①2020/3/24
②320㎥/日（8時間）
③選別装置（反発式）
④選別装置（9.2ｋW）

集塵機（5.5ｋW）
エプロンコンベア（5.5ｋW）
風力選別機（27.8ｋW）
風力選別機（3.7ｋW）

混合廃棄物選別施設

2024年度中間処理実績(本社)

廃プラスック

9246.4t

減容固化

選 別

破 砕

破砕・圧縮梱包

分 離

7,214.0ｔ

0.3ｔ

1,846.4ｔ

0.0ｔ

185.6ｔ

処分方法 処分量

紙くず

607.1t

減容固化

破 砕

破砕・圧縮梱包

603.4ｔ

3.5ｔ

0.0ｔ

木くず

7,566.8t

ガラスくず等

3,665.3t

選 別

破 砕

破砕・圧縮梱包

0.0ｔ

3,665.3ｔ

0.0ｔ

繊維くず

28.3t

減容固化

破 砕

破砕・圧縮梱包

28.3ｔ

0.0ｔ

0.0ｔ

処分方法 処分量
普通産業廃棄物

金属くず

1,674.2ｔ

選 別

破 砕

1.3ｔ

1,673.0ｔ

木材リサイクル施設

①1992/12/10
②破砕 200ｔ/日（8時間）
③破砕 スイングハンマー方式
④MHM-300ＢＨ（250ｋW）

ｷﾝｸﾞｼｭﾚｯﾀﾞSPF250N型（190ｋW）
二軸破砕機（22ｋW×2）
選別機／金属検知器
積載定量供給装置

場 所：山形県山形市飯塚町字中河原1629番地の5

3)処分業(本社工場)
【産業廃棄物の処理施設の概要】

破砕・減容固化施設
①2006/9/1
②破 砕：54.6ｔ/日（12時間）

減容固化 : 43.7ｔ/日（12時間)
③破 砕：一軸せん断破砕

減容固化：押出し成形方式
④破砕機（250ｋW、75ｋW）

成形機（400ｋW）
散水ノズル（発じん防止）
集塵設備（スクラバー式）

プラスチック類・紙類等 リサイクル
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破 砕

減容固化

7,520.7ｔ

46.1ｔ
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がれき類

27,136.1t

破 砕 27,136.1ｔ

処分方法 処分量

木くず

廃プラスチック

紙くず

202.0t

廃棄物の種類

処分量

ガラスくず等

コンクリート類

金属

38.6t

廃プラスチック

紙くず
249.4t

一般廃棄物

本社受入量
49,926.3ｔ

リサイクル量
43,568.6ｔ

リサイクル委託量
788.4ｔ

最終処分量
5,569.3ｔ

自社リサイクル率

87.3％

他社リサイクル率

1.6％

最終処分率

11.1％

汚泥

1.0t

選 別 1.0ｔ

破砕施設
①2020/2/1
②249.6ｔ/日（12時間）
③二軸せん断破砕
④二軸破砕機（200ｋW）

磁選機
排出コンベア

圧縮梱包施設
①2020/2/25
②370.9ｔ/日（12時間）
③圧縮マルチジャンポプレス機
④圧縮梱包機

投入コンベア
ラッピング機

廃プラ・木くず・がれき類等の
破砕施設／圧縮梱包施設

①2018/8/30
②800ｔ/日（8時間）
③破砕・圧縮破砕方式
④ジョークラッシャー（75ｋW)

磁選機
遮音壁(破砕音拡散防止)
散水設備（粉塵対策）
塀（敷地外への流出防止）
ラバースクリーン（騒音防止）

コンクリートリサイクル施設

分離施設
①2007/1/1
②1.3ｔ/日（8時間）
③分離 巻取り方式
④リワインダーマシン

切断施設
①2006/3/1
②3.8ｔ/日（8時間）
③切断 切断方式
④多目的油圧切断機

リサイクル施設

こちらは2024年度の普通産業廃
棄物と一般廃棄物の処理実績です。
弊社では、中間処理実績を毎年
ホームページや産廃情報ネットなど
で情報公開しております。

２０２４年８月
新しいオガ粉サイロが完成

限りある資源を守りたい

表示項目
①設置年月日
②処理能力
③処理方式
④構造及設備の概要



3)処理工程図(本社工場)
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弊社では、入荷した廃棄物から
より多くの資源品を選別し取り
出す努力と、その資源を再生品
として利用できる製品の製造を
おこなっております。

4）環境測定結果
山形市との公害防止協定に基づく環境測定結果(2024年度2回測定)

私たちは日々、周辺環境へ配慮をしながらリサイクル活動をしております。

臭気（悪臭） 2024年6月測定値

結果測定値規制値項目対象

○10未満15以下臭気濃度敷地境界線

【測定場所図面と測定箇所】
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【結果】
水質

判定生活系排水③
（浄化槽）

場内排水②
（油水分離槽）

場内排水①
（油水分離槽）規制値項目調査時期

○6.97.08.05.8〜8.6水素イオン濃度

2024年6月
測定値

○53.02.63.7最大60生物化学的酸素要求量
○23.08.520.0最大60浮遊物質量
○1.01.01.0最大 3ノルマルヘキサン抽出物質含有量
○6.67.57.85.8〜8.6水素イオン濃度

2025年2月
測定値

○19.02.324.0最大60生物化学的酸素要求量
○12.07.351.0最大60浮遊物質量
○1.01.01.0最大 3ノルマルヘキサン抽出物質含有量

場内排水・浄化槽
（作業写真）

騒音レベル（デシベル）

自動車のクラクション音
電車が通る時のガード下100〜120

建設工事現場
犬の吠える声（周囲3〜5ｍ）80〜100

幹線道路の交差点
洗濯機・掃除機の音60〜80

静かな事務所・図書館・公園40〜60

ささやき声・郊外の深夜20〜40

呼吸音0〜20

気
に
な
ら

な
い
音

静
か

も
の
す
ご
く

う
る
さ
い

う
るさい

騒音・振動

判定敷地境界線
No.4

敷地境界線
No.3

敷地境界線
No.2

敷地境界線
No.1

項目規制値調査時期

○52516058騒音

65
デシベル

2024年6月
測定値

（昼） ○40373053振動

○49536358騒音2023年12月
測定値（昼） ○34363750振動

騒音・振動・臭気測定（作業写真）

弊社の騒音・振動
測定値範囲

水質検査(6月)

水質検査(2月)

正門前(6月) 工場西側(6月) 工場東側(2月)

➔①場内排水、②浄化槽 測定場所
➔①〜④振動・騒音測定場所 ➔臭気測定場所(敷地境界線)

1

2
1

3
4

2
1

３ 工場西側

工場東側



10ｔ車……3台
6ｔ車……2台
４ｔ車……2台
3ｔ車……１台
2ｔ車……１台

解体現場で活躍している
車両です。

荷台を脱着できる車両です。

12ｔ車……2台

6ｔ車……５台

４ｔ車……3台

お客様のご要望に合わせて、各種アームロール
車両専用コンテナもご用意しております。

主に事業系の荷物を
運搬する車両です

12ｔ車……2台 ミニバン……１台
軽トラック……２台
軽ライトバン…７台

10ｔ車……1台
6ｔ車……2台

圧縮装置を持った
機械式の車両。
「塵芥車」とも
呼ばれています。

車両の荷台部分にクレーンと
操作室を搭載するトラックのクレーン車

12ｔ車……１台
8ｔ車……１台
6ｔ車……５台
４ｔ車……２台
２ｔ車……３台

設置場所や回収品に合わせた、
コンテナを選んでいただけます。

（通称：フレコン）
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５）収集運搬業

お客様との契約に基づいて、適正かつ
安全に運搬しております。

低排出ガス基準 台数 全体の割合 2年前との比較

平成30年規制適合車 4台 9% 0台 4台増

平成28年規制適合車 12台 26% 8台 4台増

平成22年規制適合車 13台 28% 13台 ―

平成21年規制適合車 7台 15% 7台 ―

平成19年規制適合車 5台 11% 2台 3台増

平成17年規制適合車 4台 9% 7台 3台減

平成10年規制適合車 1台 2% 1台 ―    

平成06年規制適合車 0台 ― 1台 1台減

車両合計 46台 39台 7台増車

古くなった車は、随時入れ替えをしております

毎朝、乗務前の体調チェックを
必ず実施しております

手順書の作成および安全意識向上の為
講習会等を随時おこなっております。

燃え殻

240.1t

廃油

9.4t

廃アルカリ

7.2t

繊維くず

6.7t

動植物性残さ

29.9t

水銀使用製品

6.1t

がれき類

16,718.9t

廃プラスック

7,933.8t

紙くず

191.5t

廃石綿等

6.0t

ガラスくず等

2,180.4t

汚泥

359.9t

普通産業廃棄物

特別管理産業廃棄物

荷台から降りるときも
はしごを使って、安全に

指差呼称の徹底
「安全確認よし 」

シートをかけて
飛散防止

2025年3月31日現在 2022年3月31日

引火性廃油

0t

廃酸

0.09t

石綿含有

208.1t

一般廃棄物

可燃物

141.5ｔ

不燃物

17.5ｔ

健康第一

金属くず

1,249.1t

木くず

2,858.2t

PCB汚染物

廃ＰＣＢ等

38.8t

人にも地球にも
優しくあるために、
低公害車両への
入れ替えをおこ
なっております
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【積替え保管場所】

施設の所在地
山形県山形市飯塚町字中河原1629番地の5

ゴムくず産業廃棄物の種類

2.6㎡施設の面積

2.0㎥保管上限量

(容器)1.0ｍ積上げ高さ

石綿含有廃棄物
【廃プラスチック類・がれき類

ガラスくず等・金属くず】
産業廃棄物の種類

2.6㎡施設の面積

2.0㎥保管上限量

(容器)1.0ｍ積上げ高さ

水銀使用製品産業廃棄物
【廃プラスチック類

金属くず・ガラスくず等】
産業廃棄物の種類

3.5㎡施設の面積

2.9㎥保管上限量

(容器)2.0ｍ積上げ高さ

廃乾電池【汚泥・金属くず】産業廃棄物の種類

1.3㎡施設の面積

0.2㎥保管上限量

(容器)1.0ｍ積上げ高さ

積替え保管場所
(ゴムくず)

積替え保管場所
(石綿含有廃棄物)

積替え保管場所
(水銀使用製品産業廃棄物)

積替え保管場所
(廃乾電池)
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汚泥産業廃棄物の種類

0.5㎡施設の面積

0.4㎥保管上限量

(屋内)1.0ｍ積上げ高さ

廃油産業廃棄物の種類

3.7㎡施設の面積

1.6㎥保管上限量

(屋内)1.0ｍ積上げ高さ

廃酸

0.5㎡

0.4㎥

(屋内)1.0ｍ

廃アルカリ

3.7㎡

1.6㎥

(屋内)1.0ｍ

積替え保管場所
(汚泥・廃酸・廃アルカリ）

積替え保管場所
(廃油）

６）収集運搬業（積替え保管） 7）処分業(関東支店)
【産業廃棄物の処理施設の概要】
場 所︓千葉県柏市新十余二7-8 十余二工業団地内

圧縮梱包施設
①2020/3/24
②・廃プラスチック類︓72.0ｔ/日 ・紙くず︓84.0ｔ/日

・繊維くず︓86.4ｔ/日 ・金属くず : 86.4ｔ/日
・ガラスくず等 ︓84.0ｔ/日

③油圧式縦押圧縮減容機
④圧縮梱包機 ／油圧ユニット /結束機／排出ローラコンベア

圧縮梱包施設

破砕施設
①2012/1/18
②・廃プラスチック類︓67.2ｔ/日 ・紙くず︓67.2ｔ/日

・木くず︓84.0ｔ/日 ・繊維くず︓40.8ｔ/日
・金属くず︓86.4ｔ/日 ・ガラスくず等︓93.6ｔ/日

③一軸せん断破砕
④破砕機(150ｋW) ／磁選機 ／投入コンベア

廃プラ・木くず・がれき類の破砕施設

処
理
工
程
図

廃プラスック

5699.8t

破 砕

破砕・圧縮梱包

1.2ｔ

5,698.7ｔ

処分方法 処分量

紙くず

594.7t

破 砕

破砕・圧縮梱包

0.0ｔ

594.7ｔ

木くず

445.5t

破 砕 445.5ｔ

ガラスくず等

5.8t

破砕・圧縮梱包 5.8ｔ

金属くず

19.４t

破 砕 19.4ｔ

繊維くず

16.1t

破 砕

破砕・圧縮梱包

0.0ｔ

16.1ｔ

普通産業廃棄物

支店受入量
6,781.3ｔ

自社リサイクル量
0.0ｔ

リサイクル委託量
6,241.0ｔ

最終処分
540.3ｔ

自社リサイクル率
0.0％

他社リサイクル率
92.0％

最終処分率
8.0％

処分方法 処分量

項目
①設置年月日
②廃棄物の種類及び処理能力
③処理方式
④構造及設備の概要
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そんな状況を踏まえ、お客様に少しでも安心して解体工事や改修工事を行ってもらうため、
弊社では2023年9月にアスベスト調査ラボを開設いたしました。

明治時代
アスベストの製造・
輸入が始まる

昭和初期
さまざまな建材への
利用が広がる

1960年代
健康被害が
指摘される

1970年代
アスベストの
規制が始まる

アスベストの代用品が
見つからず、アスベスト
の使用が続きました

2006年
アスベスト新法が成立
アスベストの製造・輸入そし
て使用が禁止されました

ただし、アスベストは長い
潜伏期間があるので健康
被害は2030年代まで
続くと言われております

アスベストの歴史

僕を包む布の
素材として
使用されて
いました

実はこの宇宙のような画像は、
健康被害が報告されている
アスベストの拡大写真です。

アスベストに長期間暴露される
ことで、肺や胸膜などに悪影響を
及ぼすといわれております。

昔アスベストは人の生活や産業の発展に欠かせない「大切な資源」でしたが、人体への健康被害が確認された今は
「負の資源」になってしまいました。

アスベストは、天然に産する繊維状けい酸塩鉱物で
「せきめん」「いしわた」と呼ばれています。
歴史は古く、耐火性、断熱性、防音性が優れてい
ることから、健康被害が確認され使用が禁止される
2006年まで、多くの建物に使用されてきました。
そんなアスベストの歴史をちょっとだけ紹介します。

2005年
アスベストによる
健康被害が多発

日本では
平安時代から
使われてきたと
いわれています

アスベストは
エジプト時代から
使用されていました

このような一般住宅にもいろんな
場所にアスベスト含有の建材が
使用されていることがあります。
解体工事はもちろん、リフォームや
エアコン設置工事等でもアスベストの
調査が必要になってきております。

新たに解体事業本部にアスベスト調査部門を設け、
経験を生かした「発展型解体工事」へと進化させました
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報告書作成件数
２０１件

お客様が大切にしてきた建物を丁寧に分別解体し、新たな資源にリサイクル。
弊社では安心・安全・そして地球環境にやさしい解体作業を心掛けております。

２０２４年度 アスベスト分析実績

現場調査

２０２４年度 解体実績

１３３件

建設業許可

山形県知事許可
(特-5）第100974号

許可番号

令和10年8月4日許可の有効期限

土木工事業/建築工事業
とび・土木工事業/解体工事業

建設業の種類

アスベスト関連資格保持者
一般建築物石綿含有建材講習受講者 １３名

(石綿分析技術評価事業の認定資格）
JIS A1481-1法 合格認定技術者 1名

石綿作業主任者技能講習受講者 21名

92％

85.3%再生骨材(RC)
リ
サ
イ
ク
ル
率

4.9%木質チップ

0.7%固形燃料（RPF）

0.3%金属(有価物)

0.9%その他

8％
5.8％管理型埋立処分

処
分
率

2.0％安定型埋立処分
0.1％その他

2024年度 解体工事現場からの排出量
19,973,009ｋｇ総排出量
18,388,358ｋｇリサイクル内

訳 1,584,651ｋｇ処 分

リサイクル率内訳

2024年度解体工事業リサイクル率

RC

木質チップ

固形燃料

金属原料

その他再生

処分

品目別リサイクル率グラフ

分析件数
５１２件



次世代へバトンをつなぎ、未来を描く
企業理念策定プロジェクト

事業承継に向けて、今までの会社の歴史や経緯を振り返り、
社長・役員並びにあらゆるステークホルダーが培ってきた
経験や思いを引き継ぎつつ、今後のクリーンシステムが向かう
べき方向性を定めていくために、プロジェクトを始動！

●クリーンシステムグループの日々果たすべき使命、役割ってなんだろう？

●クリーンシステムグループは何を目指すのか？

〔クリーンシステムグループの卓越性〕

〔世の中の課題・業界の課題〕

業界イメージ（きつい・汚い・危険）処分費・原材料費のコスト高環境問題・脱炭素社会・GX

人手不足・採用・DXリサイクルを前提とした設計自然災害への対応

働き方と効率化排出事業者との連携日本の資源不足

さらなる事業展開廃棄物発生量の減少マテリアルReへの移行

ただのごみ屋じゃない、
お客様のそういう意識を変えるため、満足の先にある、感動を与えたい

さまざまなアイデアで仕事を変え、会社イメージを変え、業界を超えたつながりや実績を生んで
きた。これが私たちに使命であると考えました。
＞＞＞Mission「創造力で、人と資源の環をつなぐ」

急激な技術の発展とともに自然災害の頻発や人口減少・高齢化など刻一刻と変化する現代に
おいて、人の環、資源の環をつなぐことで新しい循環の物語が生まれてくる。私たちの仕事に
よって生まれる、「循環ストーリー」を次世代に行きわたらせ、明るい未来をつくっていきたい。
＞＞＞Vision「新しい循環ストーリーを次世代へ」

１０年後５年後

廃棄物処理業から資源創造業へ。
既存事業の進化、業界を超えた新規事業や連携な
ど、枠組みを超えてさらなる事業拡大へ

「廃棄」の場から「再生」の場へ
マテリアルリサイクルの他、新たな取り組みが形に
なり始める。

〔世の中の流れ〕
・AIやロボット技術やさらに発達。働く場にも影響
・EV技術と水素技術の発展。燃料の脱炭素化が加速。
・高齢者の雇用問題
・地球温暖化と異常気象。食糧不足の深刻化や地域の名産品（サクランボ、ラフランス）栽培にも影響

アイデアをもって仕組みや
サービスをつくり、
カタチにしていく力

人や企業を受け入れ・
つながり、ともに手を
取り合って高めあう力

業界や世界の中に先駆けて
新しい挑戦をし、知見を
広く共有していく力

× ×
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今後は、ホームページやSDGｓレポートなどの「視覚」を利用し弊社の存在価値を高め、
社内教育、組織改革、また表彰制度などの「行動」で、理念を浸透させる活動に取り組んで
まいります。

＞Mission ｜私たちの日々果たすべき使命

創造力で、人と資源の環をつなぐ

＞Vision ｜私たちが向かう未来

あたらしい循環ストーリーを次世代へ

基本理念にも掲げられている「創造性」。これは、鈴木社長が就任当時から
大切にしてきた価値観です。アイデアを軸に、つながりを広げ、事業や企業
を発展させていく。これまでも、これからも、クリーンシステムを支える強
みです。

創 造 力 ：

捨てられるはずだったものから、資源を生み出す、資源の循環。企業と手
を取り合い、地域に雇用を生み出していく人の循環。動静脈連携といった
資源の環をはじめ、人の環もつないでいくというクリーンシステムのらしさ
を表現した言葉です。

人と資源の環：

人の環、そして資源の環をつなぐことによって、これまでになかっ
たあたらしい「循環」のストーリーが世の中に生まれていく状態を
表しています。「あたらしい」とあえて言い切ることで、
未来に新たな事業や、人とのつながりを生み出していくという
想いを表現しています。

新しい循環ストーリー：

なんのために、人と資源の環をつないでいくのか？
それは、次世代が安心して過ごせる、明るい未来をつくるため。
自分たちだけが発展するのではなく、その先の地域や子ども
たち、関わるステークホルダーを含むすべての人たちのしあわせ
な未来を実現したいという想いを表現しています。

次 世 代 ：

＞Sprit ｜私たちの行動指針

～社員一人ひとりがどんな心持ちでMissionを実現していくか～

その心持ちを定めた 環をつなぐ、８つの約束
 あたりまえを、一生懸命やろう。
 いつでもだれにでも、平等に向き合おう。
 目配り・気配り・心配りで、感動を届けよう。
 失敗を恐れず、楽しんで挑戦しよう。
 自由な発想で、アイデアを生み出そう。
 立場を超えて共有し、協力し合おう。
 出会いに感謝し、つながりを大切にしよう。
 地域によろこばれる行動をしよう。

次世代へバトンをつなぎ、未来を描く
企業理念策定プロジェクト
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2024年度の太陽光パネル年間発電量94,536ｋWｈ
一般家庭約17軒分の年間電気使用量に相当します。
※一般家庭（4人家族）の年間電気使用量5,500ｋWｈで計算 （省エネルギーセンター発表のデータ）

太陽光発電システムの発電状況

【ＣＯ２削減量の算出には、まち未来製作所の基礎排出係数0.529(kg-CO2/ｋWh) を利用して計算しております。】

太陽光発電によるＣＯ2削減量は約50ｔでした。

自家消費型太陽光発電
【太陽光発電システムの利用状況】

太陽光発電2024年度年間実績【年間発電量 94,536ｋWh】
自社消費電力 ︓53,658ｋWh 太陽光発電(売電) ︓40,878ｋWh

種苗事業

弊社では、再造林に欠かせない苗木を生産・供給する重要な取り組みをおこなっております。
再造林には森林の再生や木材の安定供給、気候変動対策など、多くのメリットがあります。
この事業では、森林の持つ多面的な効果を維持し、持続可能な林業を実現するために、優良な種苗の
確保と流通を目指しています。

山形県と休耕田を利用した水耕栽培技術の共同研究も行っております。

こちらの杉の苗は、蔵王山のふもとの遊休農地をお借りして育てております。
２０２４年度は猛暑の影響やイノシシなどの野生動物からの被害、また例年より雪も多く、
管理の難しさを感じながら成長を見守ってまいりました。
現在、大切に管理してきた杉の苗25,000本が順調に育っております。

水耕栽培の様子 苗畑と苗木の様子
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大雪の影響で
発電量が減少し
てしまいました

単位︓ｋWh

売電用

自社電力用

太陽光発電を始めてから12年が経ちました

総務人事本部
ワークライフバランスの充実
・従業員が働きやすい環境づくり（従業員の定着率の向上）
・就業時間の見直し、有給取得率の向上

業務の効率化を図り、休日を増やしても生産能力は落とさない組織づくり

・部下の心の悩みの聴き方（ゲートキーパー養成講座

・男性育休を取りやすくする職場づくり（男性の育児休業促進研修）

男性社員育児休業取得率（２０２４年度） 25％
（1人/4人中）

今後の目標としては25％以上にしていきたいです。

見て見ぬふり

一番やっていけないこと

わかっているけど…どうしたらいいの？

ゲートキーパー養成講座は

悩んでいる人に気付き、声をかけて

あげられる人になるための研修です。

・人材獲得に向けた取り組み ジュニアインターンシップ（高校生の職場体験）

クリーンシステムって何の会社？

仕事って、何をするの？

実際に会社に来てもらい、弊社の仕事について

学んでもらいました。

大きな重機を間近で見たり、実際にマニフェストに

社判を押すなどの職業体験をしてもらいました。

・女性社員の制服にスラックスの選択肢が増えました

弊社では事務職の女性社員から制服は支給
してほしいとの希望があり、冬用と夏用それ
ぞれの制服を支給しております。
昨今の多様性及び制服選択の思考が高まっ
たことをうけ、2024年度よりベストに
スカートの制服にスラックス（パンツスタイル）
の選択肢を設けました。

スカートとズボンを各1着づつ支給し
てもらいました。
足も元が冷える冬はスラックスを着用
して仕事をしています。
とても暖かく快適です。

イクメンに
なろうぜ

動きやすいです。
仕事上、立ったり座ったりと動くことが
多いので、スラックスだととても仕事が
しやすいです。

今年度から新設された「中小規模法人部門ネクストブライト1000」(上位501位から1500位)の
認定を受けることができました。
今回の主な取り組みとして、要精密検査対象者の再検査100％達成、禁煙の取組の一環として
「禁煙外来治療補助制度」の導入、休憩時間にリフレッシュできるようハンキングラウンジチェアを
設置、昨年に引き続き「年間休日数増加」によるワークライフバランスの向上、また長年の献血活動が
より「令和６年度献血功労団体等知事感謝状」拝受などが評価されたのではないかと思っております。
これからも健康経営を推進し、従業員の健康と働きやすい職場環境づくりに取り組んでまいります。

・「健康経営優良法人2025
中小規模法人部門（ネクストブライト1000）」の 認定を受けました！

従業員コメント
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生産部〈本社〉

避難訓練（消火訓練） 2024.11.15

火災発生時の初期消火は被害を
最小限に抑えるため重要になります

実際に放水を行い、水圧を体験

こういった訓練で、火災（災害）発生時や緊急時に人命を最優先に
しながらも、場内の被害を最小限に抑え、事業活動の継続及び早期
復旧できるよう、BCP（事業継続計画）訓練として毎年実際に起こり
うる災害を毎年変えながら行っております。

訓練開始時間まで、出火場所は知らされません

避難訓練（救護訓練） 2024.11.15

①発見
救護班の出動
救急車を呼ぶか確認
担架の準備

避難中に転倒し歩けない従業員を想定した、救護訓練です。

②傷病人は
歩けないため
担架に乗せ搬送

③周囲の安全を
確認しながら、
避難場所まで搬送

④足首の
ねんざの疑いが
あるため、足首を固定

訓練・訓練
ハイウッドより出火、延焼の恐れあり、
リーダーの指示のもとお客様駐車場へ
避難してください！

火元へ的確に放水
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ＣＳ救護班

赤十字応急手当講座 2024.11.11

弊社には従業員の命を守るために日々活動している救護班メンバーがおります

止血、感染防止、痛みの軽減などの
効果がある三角布等での固定法を練習

・状況の観察
・傷病者の観察
・三角布の扱い方など
応急手当の基本を学習

フロント業務課

～おもてなしの心～
お客様にも従業員にも安心と喜ばれる窓口対応

お客様がいらっしゃる
窓口ではイベントに
合わせて飾りつけして
おります。

ハロウィン、クリスマス、バレンタインデーにお越しいた
だいたお客様へお菓子の詰め合わせをプレゼントをお
渡しております。

夏の猛暑日にお持ち込みにいらっしゃる
お客様へは、熱中症対策として、冷たい
スポーツドリンクとおしぼりをお渡しして
おります。

暑さ指数（WBGT）を設置し、場内アナウンスを行い熱中
症の注意喚起を行うことでお客様及び従業員を守るおも
てなしを実施。

寒い中お越しいただき
ありがとうございます
ハッピークリスマス

35℃
オーバー

危険
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会社独自の
救護マニュアルも
作成しております

気温が高くなっています。
水分と塩分補給を十分に行い、
適切な休養を取るようにして
ください。

近くにいる従業員がすぐに応急手当をできるように救護班の他、各部署から講習会に参加しております



本社〈場内教育〉

ＯＪＴ教育 「安全の技術面のスキルアップ」
フォークリフトメンテナンスのOJT教育
OJTとは、同部署の上司や先輩が、新入社員や若手従業員に対して、
現場での実務を通じて業務の知識やノウハウを身につけさせる人材教育の
手法のことです。

関東支店

ゲリラ豪雨対策訓練          

消火訓練          

①消火器による初期消火
⇓

②水道ホースの準備
⇓

③荷物を広げ展開検査
⇓

④原因の特定物の散策
⇓

⑤特定物を発見後、水入りバケツにて保管
⇓

⑥参加者全員で訓練内容の確認

想定事案
梱包作業で梱包機前から煙が発生

訓練内容
排水ポンプの取り扱いの説明と実際に使用した訓練の実施

①排水ポンプ使用説明
⇓

②排水ポンプ使用前準備
⇓

④排水作業

消火器や消火栓の使用方法を学び、
火災発生時の初期対応を訓練します。
火災が拡大する前に対応するスキルを
身につけることが重要です。

近年、急増している「ゲリラ豪雨」、千葉県柏市にある関東支店では、突然降りだしたゲリラ豪雨により排水機能が
正常に機能せず、水が工場内にまで入り込んでしまうという経験があるため、ゲリラ豪雨による急激な水害発生を想定し、
会社と従業員の安全確保及び速やかな災害対応能力の向上を目指し、隣接する柏プラネット様と合同訓練を実施しました。

産業廃棄物を処理する施設の中では事故や災害のリスクは高くなります。
廃棄物に混入していた スプレー缶やライター、リチウムイオン電池 などから火花が出るなどしてほかの可燃物に引火し火災が
発生する危険性があります。
場内で火災が起きた場合、被害を最小限に抑える事を念頭におかなければなりません。

先輩から教えてもらうＯJT教育は、業務内容により近い状態で
教えてもらえるので、わかりやすく、すぐ実践できる内容になっ
ております。

やってみせる 説明・解説する やらせてみる 評価・指導する
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経営戦略室 ＝経理グループ＝

～作業の効率化～電子請求書への切替

お客様のご理解とご協力のおかげで、電子請求書への切替は前年度比で約500件も増加いたしました。
電子請求書への切替により、請求書の発送作業にかかっていた時間も削減できたほか、郵送料金及び
Fax送信料のコスト削減やペーパーレス化にもつながっております。

紙の請求書から電子請求書へ切替件数
電子化先 ２０２３年度 28件 ⇒ ２０２４年度 531件 （503件の増加)

・インボイス制度による請求業務の複雑化や電子帳簿保存法の改正に伴い、今年度経理グループでは
請求書の電子化への切替を進めてまいりました。

デジタル推進室

具体的な認定基準には、以下のような項目が含まれます
・経営ビジョンの策定とその浸透 ・デジタル技術を活用した事業変革の計画

・ＤＸ推進のための組織体制や人材育成 ・データやデジタル技術の活用状況

・サイバーセキュリティ対策

この制度の目的は、日本企業のＤＸを加速させ、国際競争力を高めることにあります。
認定を受けるためには、企業がＤＸの推進に向けた戦略や体制を整備し、実際に取り組みを進めている
ことが求められます。

ＤＸ認定制度は、日本企業全体のデジタル化を促進し、産業競争力の強化と持続的な成長を実現するための
重要な取り組みとして位置づけられています。

２０２４年８月１日「DX認定」を取得いたしました。

2025年3月24日、経済産業省が主催する

「DXセレクション2025」にて
優良事例に選定されました！

評価項目
・経営ビジョン・ビジネスモデルの策定
・DX戦略の策定
・組織づくり・人材・企業文化に関する方策

(1) 組織づくり
(2) デジタル人材の育成・確保
(3) ITシステム・サイバーセキュリティ

・成果指標の策定・DX戦略の見直し
・ステークホルダーとの対話

今回の選出はこれまで当社が取り組んできたデジタル技術の活用状況が評価されたものであります。
デジタル推進室では引き続きデジタル技術を活用した業務改善により皆様をお支えすると共に、他社向けた
事業の展開に尽力してまいります。

ＤＸセレクションとは、
「令和3年度より、中堅・中小企業等のモデルケースとなるような優良事例を発掘・選定し、選定された優良事例
を公表することによって、地域内あるいは業種内での横展開を図り、中堅・中小企業等におけるDX推進並びに
各地域での取組の活性化につなげていくことを目的としています。」

（経済産業省サイトより抜粋）
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クリーンシステムの情報閲覧はこちらからどうぞ
HP httpｓ://www.csyam.com/

クリーンシステム 検 索

当社ＨＰよりＳＮＳもご覧いただけます。

旧TwitterFacebook Instagram


